
令和７年度 参加者の声「学びのメニューフェア」アンケートまとめ（回答数 91/135） 

 

１ 今回のメニューフェアについて         

  

２ メニューフェアに参加して 

＜園＞ 

・園対象のブースは、ほぼ行かせてもらいました。ぜひ園に来ていただきたいブースも多く、保育

のヒントをいただけました。保護者対象、子ども対象などいろいろあり、ぜひ活用したいと思い

ました。 

・性教育のブースで、対応で困っていることなど質問させてもらうと、とても納得できるお答えが

いただけました。勇気を出して、園で取り組めると思いました。数多くのブースを仕立てていた

だいており、園対応のブースで新たな情報を得ることができました。実際に、来園いただきたい

事業所、団体様と話を詰めることができました。具体的に子どもたちに学びの機会を与えたいと

思います。 

 

＜小学校＞ 

・いつもは、学校現場の人と話す機会が多く、違う職種の方のお話を聞くことがとても新鮮でした。

また、具体的にどのような体験ができるのか知ることができ、活用する学年等がとてもイメージ

しやすかったです。 

・PTA の親子人権学習会がまだ決まっておらず、きていただけそうな方、また、各学年の学習で出

前授業していただけそうな方とたくさん相談ができました。資料を見ているだけではイメージで

きづらい内容がクリアになり、学校で活かすために具体的な内容の相談や金額面なども聞くこと

ができ、大変有意義でした。 

・今回参加させていただき、この存在をもっと教員が知るべきだと思った。子どもの学びを充実す

るには、社会の様々な方に支えて頂くことが大変重要になることを改めて実感した。ゲストティ

ーチャーを探すといつも同じ人になったり新たに探すには労力がかかったりする。今回のフェア

はその点を解決できるものであった。また、今回のフェアは直接企業の方と対話でき、つながり

を生めるものであった。もっとこのフェアを教員みんなに知って参加してほしい。 

・学校支援メニューのホームページをしっかり見ているつもりでも、見落としていることもあり、

直接支援者の方々からお話を聞いて、生徒の姿をイメージしながら授業の内容を考えることがで

きたのでとても良かったです。 

 

＜中学校＞ 

・「におねっと」に登録している支援者の思いを実際に体験したりして聞くことができたので、と

ても有意義な時間となりました。そして、良い出会いもあり、やはり実際に出会うことは大切だ

なと改めて思いました。 

・様々なブースをまわり、今まで知らなかったような企業や団体の取組に触れることができました。

例えば、検察庁や骨髄バンクなど、今後検討したいと思うようなブースがありました。 

・多岐に渡って支援メニューや出前授業の案内があり、色々な情報や知識を得ることができました。

また、２学期にある総合学習を意識した動きが自分としてはできたと思っています。うまく利用
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して、生徒に還元していきたいです。 
 

<高等学校> 

・最初は、『違うかな』と思っていたブースでも、話しを聞いてみると、興味を持つことができた

り、自校で開催した時のイメージを持つことができたりして、選択肢や視野が広がりました。 

・高校で実施する総合的な探究の時間で地域の協力を得たいとおもっています。そこで、専門家の

方に協力いただき充実した内容にしていくに当たり、具体的にどのような機関があり、どう連携

していけるかを聞くことができました。 

・社会に出ていく生徒への注意喚起となる、税金や社会保障、消費者問題や法律に関わるコンテン

ツや出前授業について、有意義な情報を得ることができました。 

・初めに想定していたところ以外のブースを回ることが多くありましたが、それこそが意外な発見、

出会いとなりました。地域とともにある学校づくり、閉会式でのあいさつにあった「心地よいつ

ながりで生まれるこれからの学び」まさにそれをねらいにしたイベントでした。 

 

＜特別支援学校＞ 

・多岐にわたる内容の出前授業について知ることができて良かった。キャリア教育に関わる内容な

ど特に興味深かったため、校内の先生とも共有しながら今後何らかの形で生徒に返していければ

と考える。 

・お話を聞きたいブースが他にあったのですが、常に先客がおられてお聞きすることができません

でした。長くお話されていた方もおられるように思いましたので、できるだけたくさんの人が話

を聞けるように、15分を目安にするなどあるとより良かったかと思います。 

・連携先と顔をあわせて話すことで、より身近に感じられた。社会の側も、連携に向けて動き始め

ていることを実感した。連携が補い合いになるのはわかるが、より学習に適したものにしていく

のには、継続の中で調整修正をしていく必要がある。特に養護学校向けの取り組みは少なく、教

員との協力協働が欠かせない。今後、におねっとも校内で活用していけるように、啓発をしてい

きたい。 

 

<教育委員会> 

・ネット等の情報だけでは分からない事を直接うかがう事が出来た。会議室の各ブースのレイアウ

トが、もう少しわかりやすい表示が有れば良いと思いました。また、順番待ちの際、その場では

待ちにくい感じがしました。 

・フェアに参加していた様々な企業や公共団体などの事業者から、現在実施している派遣講座の内

容やメニューを直接聞く良い機会になりました。小中学校や、その他の行政の担当者へ情報を共

有することで幅広く生涯学習の推進に貢献できる内容だと感じました。 

 

子ども関係団体（子ども食堂、フリースクール、コミュニティセンター、公民館、ＣＳ役員等）＞ 

・健康に関係する支援者さんのブースを回りたかったのですが、一人の方が、結構長い時間お話を

されていたので、お話を聞くことができませんでした。 

説明をされる方も、何度も同じことを説明されるのも大変なので、まとめて数人ずつ説明されて

も良いのではないかと思います。 

・多くの出展があり、公民館活動で役立ちそうな情報が回りきれないほどありました。 

毎年、どんな企画をすれば良いか頭を悩ましている公民館職員にとっては、感涙するほどの情報

をいただきました。こんな良い企画が今まで学校関係者さんだけを対象になさっていたとは。勿

体ない。ぜひ公民館でも活用させていただきたいと思いました。本当に来て良かったです。 

・公民館運営委員、福祉会、人権推進委員に関わっています。出前講座などをたくさん知ることが

できて、話もできて、大変参考になりました。 

・出展者も多く、回るには時間が足りないくらい充実していました。一方で、集中してつい話し込

んでしまうこともあるため、ブースの交代時間の目安があるとより良いかなと思いました。 

・総務省等政府機関の熱心な取組に驚いた。担当者から頂いた情報を地域自治活動でも活用してい

きたい。 


